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議会主催の「出前授業・放射能とがれきのゆくえ」町民公開講演会のようす

　平成２４年６月１７日（日曜日）森町議会主催によります「出前授業・放射性物質を考える学習会」　町民
公開講演会を森町公民館講堂で開催しました。

　この講演会は、昨年の東日本大震災・東京電力第一福島原発事故が一向に収束していない中、国から
災害がれき受け入れについて各自治体に要請がありました。
　放射性廃棄物の危険性が解らないまま受け入れの是非について町民の皆さんも悩んでいるのではと思
い、議会と町民の皆さんと一緒に放射性物質の問題について考える機会を企画しました。
　放射性物質とはどういう物なのか、私たちの生活にどんな影響があるのか、私たちができる復興支援とはな
にか、講師に現役高校教師で原発と放射能の出前授業のボランティア活動をしている川原茂雄氏を招き６
月１７日森町公民館で公開講演会を開催しました。
　川原茂雄氏は、北海道長沼町に生まれ、１９８０年教師として最初に赴任した下川町で高レベル放射性
廃棄物問題に関わって以来、高校で原発と放射能についての授業に取り組み、２０１１年から一般市民に
向けての原発出前授業を始め、この１年間でその回数は１００回を超えています。
　会場には町内外約２００人が参加し、講演で川原氏は旧ソ連のチェルノブイリ原発事故で子供たちを中心
に甲状腺がんの患者が多発した事例などを挙げ、放射能に少しでも被ばくすると遺伝子が傷つき、健康への
リスクは高まる。
　特に育ち盛りの子供たちは内部被ばくによる影響を受けやすいので食品には十分な注意が必要であると
危険性を指摘した。震災がれきについては放射能に汚染された疑いがあり、移動させないのが国際的な常
識。東北で処理するほかない。
　がれきの受け入れ問題は日本人としての絆など心情的な議論ではなく、冷静に科学的に判断してほしい
と語り、道内は何か別の被災地支援を探るべきだと訴えた

森町議会主催放射性物質を考える学習会を開催

　

6
月
会
議
の
一
般
質
問
に

お
い
て
、「
防
災
対
策
」関
連
の

質
問
が
4
名
、「
国
保
病
院
」関

連
の
質
問
が
3
名
の
議
員
か

ら
あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
森
町
に
お
い
て
、
如

何
に
こ
の
2
つ
の
問
題
に
対

し
て
、
議
員
が
、
と
い
う
よ
り
、

多
く
の
町
民
が
関
心
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
読
者
の
方
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
議
員
の
立
場
か
ら
町

民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ

る
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
こ
と

を
、
こ
の「
議
会
だ
よ
り
」か
ら

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
に
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
議
会
の
会
議

録
（
議
会
で
の
発
言
内
容
全

文
）
は
、
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、

表
紙
の
下
段
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
）

　

最
近
、
毎
週
金
曜
日
に
総
理

官
邸
前
に
集
結
し
て
原
発
再

稼
働
の
反
対
を
訴
え
て
い
る

紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
革
命
な

る
「
民
主
化
運
動
」
が
注
目
さ

れ
始
め
ま
し
た
。

「
紫
陽
花
革
命
」
と
い
う
名
前

は
「
小
さ
な
花
が
集
ま
っ
た
紫

陽
花
」の
イ
メ
ー
ジ
が
、「
国
民

一
人
一
人
に
は
国
を
動
か
す

力
は
な
く
て
も
、
問
題
意
識
を

持
っ
た
大
勢
の 

人
が
集
ま
っ

て
意
見
を
政
府
に
ぶ
つ
け
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
、
国
の
方
向

性
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
」

と
い
う
デ
モ
の
主
旨
と
重
な

る
か
ら
で
あ
る
、
と
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
制
民
主
主
義
が
形
骸

化
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る

警
鐘
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　

広
報
編
集
小
委
員
会

松　

田　

兼　

宗

編
集
後
記

第33号
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役場の書類保管庫

現在、未利用の町有地

5月第1回会議平成24年通年
第1回森町議会定例会

5月第2回会議平成24年通年
第1回森町議会定例会

　５月第１回会議が５月８日に再開され、条例改正や２４年度一般会計補正予算な
どを審議する予定でしたが、開会して直ぐに３名議員から緊急質問の動議が出されま
した。１本目が松田兼宗議員から「防災協定」について、２本目が堀合哲哉議員から
「町有地売り払い決裁書類の紛失」について、３本目が黒田勝幸議員から「町有地
売り払い」件について緊急質問があり、町長答弁で議会が紛糾したことにより、この
日は議案の審議に入れずに休会となりました。

に
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
り
以

下
伺
い
た
い
。

①
文
書
紛
失
の
経
緯
及
び
町
長

が
文
書
を
借
り
出
し
た
目
的
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
保
存
簿
冊
持
出
簿
へ
の
記
入

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

③
職
員
へ
の
処
分
と
町
長
自
身

の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

④
調
査
特
別
委
員
会
へ
の
提
出

文
書
が
原
本
の
写
し
で
は
な
く

複
写
の
複
写
で
あ
り
信
用
性
に

欠
け
る
も
の
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

①
現
在
警
察
に
資
料
提
出
し
捜

査
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
答
弁
は
控
え
ま
す
。

②
今
後
の
取
り
扱
い
は
、
や
む

を
得
ず
持
ち
出
し
が
必
要
な
場

合
は
文
書
取
扱
規
程
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
き
ま
す
が
、
貸
し

出
し
は
し
な
い
こ
と
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
事
務
を
進
め
ま
す
。

③
職
員
は
厳
重
注
意
を
行
い
、

自
身
の
責
任
は
捜
査
中
な
の
で

最
終
的
結
果
を
踏
ま
え
決
断
し

て
い
き
ま
す
。

④
提
出
資
料
は
複
写
し
た
も
の

の
複
写
で
す
が
、
添
付
資
料
が

す
べ
て
整
っ
て
い
る
の
で
信
用

性
は
原
本
と
同
等
の
も
の
で
す
。

【
堀
合　

哲
哉  

議
員
】

　

現
在
、
町
財
産
で
あ
る
町
有

地
の
貸
付
を
し
て
い
る
が
、
貸

付
を
行
う
場
合
の
基
本
的
考
え

方
、
又
、
貸
し
て
い
る
町
有
地

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
認

識
を
伺
い
た
い
。

　

又
、
土
地
賃
貸
借
契
約
書
の

禁
止
条
項
に
触
れ
契
約
の
解
除

が
行
な
わ
れ
た
事
例
が
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。
更
に
鳥
崎
町
に

あ
る
町
有
地
は
ど
な
た
と
賃
貸

借
契
約
を
結
び
、
町
長
と
の
関

係
を
伺
い
た
い
。

　

町
民
の
貴
重
な
財
産
な
の
で

公
平
、
公
正
に
対
応
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
状
で
は
長
期
に
わ
た
り
貸

付
を
行
な
っ
て
い
る
方
も
多
く
、

貸
付
地
の
売
却
を
進
め
て
い
き
、

様
々
な
事
例
、
相
談
、
問
題
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

土
地
賃
貸
借
契
約
書
の
禁
止

条
項
に
触
れ
契
約
解
除
に
な
っ

た
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

【
木
村  

総
務
課
長
】

　

町
有
地
を
借
り
て
い
る
の
は

町
長
の
奥
さ
ん
で
、
今
年
の
四

月
に
契
約
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
知
り
合
い
の
方
が
住

ん
で
い
ま
す
。

　

実
態
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で

事
務
的
に
手
続
き
を
進
め
て
改

善
し
て
い
き
ま
す
。

町
有
地
の
貸
付
に

つ
い
て

警
察
の
捜
査
中
な

の
で
答
弁
で
き
な

い

佐
藤
町
長

町
有
地
を
借
り
て

い
る
の
は
町
長
婦

人

佐
藤
町
長

　5月第2回会議が5月11日再開され、5月8日の第1回会議で審議できなかった議案を審議しまし
た。町長提案の条例改正、補正予算、教育委員の再任案件等を可決し、休会しました。
（可決した議案は下記のとおりです）

◆平成24年度一般会計補正予算（第１回目）
　歳入歳出に1,887万8千円を追加し、一般会計の総額予算総額を89億1,258万5千円とする。

（原案可決）
　主なものは、グリーンピア大沼電話機交換機設備改修工事　1,100万円
　　　　　　　駒ケ岳小学校工事請負費（建物・工作物除去）　499万円
◆平成24年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１回目）
　歳入歳出予算の総額は変更せず、歳入歳出それぞれ2億2,181万5千円とする。 ・・・（原案可決）
　主なものは、宿日直業務委託料144万6千円、夜警員賃金△157万8千円
◆教育委員の選任について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（原案同意）
　教育委員に、次の方を選任することに同意いたしました。
　　　長　瀬　敏　文　氏（再任）　森町字森川町139番地2
◆森町税条例一部を改正する条例の制定について ・・・・・・・・・・・・・・・（原案可決）
　東日本大震災からの復興に関し、地方税法の臨時特例に関する法律等の施行に伴う森町税条例
　の一部を改正しようとするものです。
◆森町国民健康保険税条例一部を改正する条例制定について ・・・・・・・・・・（原案可決）
　東日本大震災に係る被災住居用財産の敷地に係る譲渡期限の延長をするものです。

議会議長あての文書は直接議会事務局へ
議会議長あての文書や案内状は、日程の調整をする必要がありますので、直接議会事務局にお送りください。

◎送り先：〒049-2393 森町字御幸町144-1　　電話2-2185
森町議会議長　野　村　　洋

Ｅ-Mail gikai@town.hokkaido-mori.lg.jp

もりまち議会だよりもりまち議会だより
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災害時の避難場所に指定されている会館

宮
本
秀
逸
議
員
の
３
月
会
議

で
の「
町
政
執
行
方
針（
産
業

・Ｔ
Ｐ
Ｐ
）に
つ
い
て
」の
一
般
質

問
を
５
月
発
行
の
第
32
号
に

掲
載
し
ま
し
た
が
、町
長
の
答

弁
が
一
部
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、改
め
て
掲
載

し
ま
し
た
の
で
、訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
宮
本　

秀
逸  

議
員
】

①
環
境
保
全
型
農
業
を
す
す
め
、

完
全
無
農
薬
、
完
全
有
機
栽
培

を
奨
励
し
て
い
く
と
あ
り
ま
す
。

実
現
に
は
多
く
の
困
難
が
予
想

さ
れ
る
が
構
想
は
あ
る
の
か
。

②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
は
国
内
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
議
論
さ
れ
て

お
り
、
一
般
の
報
道
で
は
輸
出

産
業
（
製
造
業
）
は
賛
成
、
農

漁
業
の
一
次
産
業
は
反
対
と
大

別
さ
れ
た
り
も
し
て
お
り
ま
す
。

執
行
方
針
の
中
で
町
長
は
反
対

の
立
場
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
が
、

農
漁
業
が
基
礎
的
な
産
業
と

な
っ
て
い
る
森
町
に
あ
っ
て
は

当
然
の
事
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
実
施
さ
れ
る
と
北

海
道
農
業
は
壊
滅
す
る
だ
ろ
う

と
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
森

町
と
し
て
も
実
施
阻
止
の
為
の

反
対
運
動
を
強
く
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
具
体
的
な
行
動
を

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

①
環
境
保
全
型
農
業
に
つ
い
て

は
当
然
多
く
の
困
難
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
町
と
し
て
は
生
産
者

自
ら
の
営
農
計
画
に
基
づ
い
た

前
向
き
な
活
動
に
対
し
て
側
面

支
援
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
は
反
対
の
立

場
を
堅
持
し
ま
す
。
し
か
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
結
ば
れ
た
と
き
の
対

策
を
今
か
ら
考
え
て
、
１
次
、

２
次
産
業
の
町
で
あ
る
森
町
が

生
き
残
り
を
か
け
て
新
し
い
農

業
や
漁
業
、
ま
た
食
品
加
工
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
こ
と
も
申
し
上
げ
て
お
き

た
い
。
具
体
的
な
反
対
運
動
に

つ
い
て
は
関
連
す
る
団
体
か
ら

運
動
へ
の
参
加
要
請
が
あ
れ
ば

積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。
森
町

長
と
し
て
独
自
で
運
動
を
起
こ

す
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

反
対
の
垂
れ
幕
は
役
場
に
か
け

た
い
と
思
う
。

【
松
田　

兼
宗  

議
員
】

　

防
災
対
策
の
進
捗
状
況
な
ど

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
伺
い

ま
す
。

①
「
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

や
「
地
震
・
津
波
避
難
計
画
」

の
策
定
状
況
と
策
定
に
当
た
っ

て
重
要
視
し
よ
う
と
す
る
点
は

何
か
。

②
「
森
町
建
設
協
会
」
「
函
館

地
方
石
油
業
協
同
組
合
」
な
ど

の
防
災
協
定
の
内
容
に
つ
い
て
。

③
今
後
、
他
市
町
村
、
住
民
自

治
組
織
、
関
係
団
体
な
ど
と
の

相
互
応
援
協
定
を
締
結
の
考
え

や
予
定
が
あ
る
の
か
。

④
地
震
・
津
波
避
難
計
画
の
町

民
へ
の
説
明
会
の
開
催
予
定
に

つ
い
て
。

⑤
津
波
の
避
難
場
所
と
し
て
主

に
公
共
施
設
を
設
定
し
て
い
る

が
、
高
所
な
ど
の
高
台
や
高
層

建
築
物
な
ど
を
設
定
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

⑥
福
島
原
発
事
故
以
来
、
放
射

能
汚
染
に
対
す
る
不
安
が
増
加

し
て
い
る
が
、
放
射
線
測
定
の

実
施
を
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

①
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
か
確

認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

②
指
定
車
両
や
関
係
施
設
へ
の

石
油
類
の
優
先
提
供
や
一
時
休

憩
所
と
し
て
の
施
設
提
供
な
ど
。

③
ま
だ
具
体
的
な
も
の
に
な
っ

て
い
な
い
。

④
初
め
に
６
月
９
日
に
尾
白
内

地
区
の
説
明
会
を
開
催
し
、
以

降
順
次
開
催
。

⑤
各
地
の
高
台
を
避
難
場
所
と

し
て
設
定
し
て
い
る
が
高
層
建

築
物
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。

⑥
渡
島
総
合
振
興
局
で
毎
日
測

定
し
て
い
る
が
、
今
後
検
討
し

た
い
。【

堀
合　

哲
哉  

議
員
】

　

五
月
会
議
に
お
い
て
町
有
地

売
り
払
い
の
決
裁
文
書
の
紛
失

に
つ
い
て
緊
急
質
問
を
し
た
が
、

文
書
の
紛
失
に
つ
い
て
認
め
た

以
外
は
警
察
の
捜
査
の
対
象
な

の
で
答
弁
で
き
な
い
と
繰
り
返

す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

文
書
の
紛
失
の
経
緯
を
町
民

森
町
の
防
災
対
策

に
つ
い
て

町
政
執
行
方
針

（
産
業
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

に
つ
い
て

町
有
地
売
り
払
い

の
決
裁
文
書
の
紛

失
に
つ
い
て

地
震
が
来
た
ら
す

ぐ
逃
げ
る

佐
藤
町
長

T
P
P
に
は
反
対
、

役
場
に
垂
れ
幕
も

佐
藤
町
長

6月第1回会議平成24年通年
第1回森町議会定例会

　6月第1回会議が、6月12日再開されて2日間の日程で審議が行なわれました。
　町長提案の議案20件と議員提案の意見書5件及び11名の議員から一般質問13件がありました。
町長提案議案の主なものは下記のとおりです。

◆森町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例制定について ・・・（原案可決）
　住民基本台帳法の一部を改正する法律が平成24年7月9日に施行され、外国人住民については、
現行の外国人登録制度を廃止し、日本人と同様に住民基本台帳法の適用対象に加えることによ
り、外国人住民に対しても住民票が作成されるようになることを受け、所要の条例を改正しよう
とするものです。
◆森町緑地管理中央センター駒ヶ峯温泉ちゃっぷ林館条例の一部を改正する条例制定について ・・（原案可決）
　駒ヶ峯温泉ちゃっぷ林館入浴料金等の一部を改正する条例です。
◆平成24年度森町一般会計補正予算（第２号） ・・・・・・・・・・・・・・・・（原案可決）
　歳入歳出に3,054万2千円を追加し一般会計予算の総額を89億4,312万7千円とするものです。
　主なものは、　　　砂原中学校屋上防水工事・・・・・・・・・・・970万円
　　　　　　　　　　消防救急デジタル無線電波伝搬調査委託料・・・865万円
　　　　　　　　　　濁川１号線道路側溝整備工事・・・・・・・・・800万円
◆平成24年度国民健康保険特別会計補正予算（第１回目） ・・・・・・・・・・・（原案可決）
　歳入歳出から427万円を減額し、国民健康保険特別会計予算総額を29億11万1千円とするもの
です。
　主なものは、一般職給与関係　　△430万7千円
◆平成24年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回目） ・・・・・・・・・・（原案可決）
　歳入歳出から2万5千円を減額し、後期高齢者医療特別会計予算総額を2億1,403万4千円とする
ものです。
　主なものは、一般職給与関係　　△2万5千円
◆平成24年度介護保険事業特別会計補正予算（第１回目） ・・・・・・・・・・・（原案可決）
　歳入歳出に367万8千円を追加し、介護保険事業特別会計予算総額を16億2,514万4千円とするも
のです。
◆平成24年度介護サービス事業特別会計補正予算（第２回目） ・・・・・・・・・（原案可決）
　既定の歳入歳出に1,347万8千円を追加し、介護サービス事業特別会計予算総額を2億3,529万3
　千円とするものです。　　　　　　　
◆平成24年度港湾整備事業特別会計補正予算（第１回目） ・・・・・・・・・・・（原案可決）
　既定の歳入歳出に450万円を追加し、港湾整備事業特別会計予算総額を501万円とするものです。
◆平成24年度ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計補正予算（第１回目） ・・（原案可決）
　既定の歳入歳出の総額は変更せず歳入歳出それじれ4,951万2千円とするものです。
◆平成24年度森町水道事業会計補正予算（第１回目） ・・・・・・・・・・・・・（原案可決）
　・人事異動による補正で、収益的収入及び支出予定額から1,053万8千円を減額するものです。
◆平成24年度森町公共下水道事業会計補正予算（第１回目） ・・・・・・・・・・（原案可決）
　・人事異動による補正で、収益的収入から1,078万7千円を減額し、収益的支出で1,074万7千円
　減額。資本的支出から4万円を減額するものです。
◆平成24年度森町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１回目） ・・・・・・・（原案可決）
　・人事異動による補正で、収益的支出から645万4千円を減額するものです。

もりまち議会だよりもりまち議会だより
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森町国保病院玄関に掲示しているお知らせ

災害時の物資を備蓄している防災センター

施
設
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

現
状
で
は
中
途
半
端
な
感
じ

は
否
め
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
案
内
看
板
設
置
の
検
討
も

し
て
ま
い
り
ま
す
。
職
員
同
士

が
集
い
勉
強
、
調
査
、
見
学
者

に
説
明
の
出
来
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
前
本　

幸
政  

議
員
】

　

国
保
病
院
運
営
は
、
大
変
厳

し
く
毎
年
多
額
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
等
で
事
業
運
営
を

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

多
く
の
医
師
の
早
期
退
職
や

６
名
に
及
ぶ
看
護
師
の
退
職
等
、

町
民
は
不
信
感
を
抱
い
て
い
ま

す
。
健
全
な
病
院
運
営
を
図
る

上
で
何
点
か
お
聞
き
致
し
ま
す
。

①
病
院
側
と
し
て
の
今
後
の
体

制
や
考
え
方
は
。

②
病
院
内
の
機
構
改
革
を
実
施

し
た
と
聞
い
た
が
、
職
員
は
理

解
し
て
い
る
の
か
。

　

又
、
医
師
や
看
護
師
の
働
き

や
す
い
環
境
作
り
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

③
何
人
も
の
医
師
が
、
病
気
等

何
ら
か
の
理
由
で
早
期
退
職
を

し
て
い
る
が
、
病
院
運
営
に
影

響
が
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
任
命
責
任
も

視
野
に
入
れ
て
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。　

④
診
療
姿
勢
に
対
し
家
族
か
ら

抗
議
（
民
事
裁
判
）
と
聞
い
た

が
事
実
か
。

①
医
師
の
確
保
は
、
６
名
と
し

安
定
し
た
医
療
を
提
供
し
た
い
。

②
国
保
病
院
は
、
何
十
年
も
あ

き
れ
た
状
態
が
続
い
て
い
る
、

こ
の
病
院
を
躍
起
に
な
っ
て
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ど
う

か
理
解
を
し
て
ほ
し
い
。

③
任
命
責
任
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
医
師
を
呼
ぶ
事
は
大

変
な
事
で
あ
る
。
若
手
の
医
師

が
い
な
い
た
め
、
病
気
持
ち
の

医
師
で
も
い
い
か
ら
来
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④
事
実
で
あ
る
。
現
在
進
行
中

の
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
。

【
宮
本　

秀
逸  

議
員
】

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
震

津
波
に
対
す
る
備
え
が
急
が
れ

て
お
り
ま
す
。
以
下
伺
い
ま
す
。

①
今
年
四
月
か
ら
地
震
津
波
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説
明
会
を

や
る
と
し
て
い
た
が
未
だ
行
な

わ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

②
学
校
を
含
め
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
の
耐
震

化
対
策
、
進
捗
状
況
は
。

③
津
波
の
予
想
被
害
地
域
に
は

森
町
の
基
幹
産
業
た
る
水
産
関

係
の
施
設
、
企
業
が
集
中
し
て

い
る
が
、
緊
急
災
害
時
に
対
応

す
る
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
の
策
定
が
重
要
と
思

う
が
、
行
政
と
し
て
取
り
組
ん

だ
か
。

④
災
害
時
の
必
要
物
資
の
備
蓄

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

⑤
小
中
学
校
の
防
災
教
育
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
又
、
実
践
的

防
災
教
育
総
合
支
援
事
業
の
取

り
組
み
を
検
討
し
た
か
。

①
北
海
道
の
津
波
対
策
の
発
表

を
待
っ
て
遅
く
な
っ
た
。
申
し

訳
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
津
波
被
害
に
か
か
わ
る
施
設

と
し
て
森
中
、
砂
原
中
の
耐
震

化
が
終
了
し
今
年
は
森
町
公
民

館
、
砂
原
支
所
の
耐
震
化
診
断

を
行
い
、
残
り
は
統
廃
合
も
含

め
進
め
て
い
き
た
い
。

③
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
は
こ
れ
か
ら
だ

が
地
震
津
波
だ
け
で
は
な
く
駒

ケ
岳
噴
火
も
あ
る
こ
と
か
ら
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
ア
ル
フ
ァ
米
３
０
０
食
、
３

万
本
の
水
寄
贈
予
定
、
テ
ン
ト

13
張
り
、
防
災
シ
ー
ト
50
枚
、

土
の
う
４
，
９
９
０
袋
、
毛
布

１
，
６
６
０
枚
、
ベ
ッ
ド
、
ト

イ
レ
等
を
備
え
て
い
る
。

⑤
噴
火
、
津
波
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
で

防
災
教
育
を
行
な
っ
て
お
り
避

難
訓
練
も
定
期
的
に
や
っ
て
い

る
。
実
践
的
防
災
訓
練
教
育
に

は
取
り
組
ま
な
か
っ
た
。

今
後
の
国
保
病
院

運
営
に
つ
い
て

防
災
行
政
に
つ
い

て

説
明
の
遅
れ
は
申

し
訳
な
い

佐
藤
町
長

健
全
な
病
院
経
営

を
目
指
し
ま
す佐

藤
町
長

6月第2回会議平成24年通年
第1回森町議会定例会

◆平成24年度一般会計補正予算（第３回目） ・・・・・・・・・・・・・・・・・（原案可決）
　歳入歳出に40万円を追加し、一般会計の予算総額を89億4,352万7千円とするものです。
　主なものは、森港地盤調査委託料　　　　　　　　　  40万円
◆財産の取得について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（原案可決）
　住記系オンラインシステム機器一式を北海道市町村備荒資金組合から取得するものです。
　主なものは、オンラインシステム機器一式　　　16,728,402円
◆監査委員の選任について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（原案同意）
　監査委員に、次の方を選任することに同意いたしました。
　　　　　　　　　池　田　勝　元　氏（新任）　森町字尾白内町1060番地3
◆固定資産評価審査委員の選任について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（原案同意）
　固定資産評価審査委員に、次の方を選任することに同意いたしました。
　　　　　　　　　磯　谷　俊　仁　氏（新任）　森町字富士見町167番地2
◆町長への2度目の問責決議を可決
　6月13日、予定議事日程終了直前、黒田勝幸議員からの動議で、「問責決議について」が発議
として提案され、審議の結果、賛成多数(賛成9名、反対6名)で可決されました。平成22年9月会議
に続き2度目の問責決議となりました。　
　発　議　第1号
　上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第112条及び森町議会会議規則第14条第2項の規定によ
り提出します。
　　　平成24年6月13日
　　森町議会議長　　野　村　　洋　様
　　発議者　　森町議会議員　黒　田　勝　幸
　　賛成者　　森町議会議員　松　田　兼　宗・ 前　本　幸　政
　　　　　　　　　　　　　　中　村　良　実・ 小　杉　久美子
　　　　　　　　　　　　　　堀　合　哲　哉・ 東　　　秀　憲
　　　　　　　　　　　　　　川　村　　　寛・ 長　岡　輝　仁
　　　　　　　　　　　　　　　　
　町長は平成21年に町有財産である土地を売却した案件で、前副町長を公文書偽造の疑いで平成
24年4月19日森響察署に告発状を提出しました。
　しかし、周知のとおり前副町長は当該事件の責任を取り昨年11月末に既に辞職しております。
　また、前副町長が辞職する直接のきっかけとなった町有地売却をめぐり、この売却の決済書類
の一部を紛失したことが発覚していた問題で去る3月に職員3名も既に処分しております。しか
し、最高責任者である町長は警察の捜査への影響があるとして未だに一切の責任を明らかにして
いません。
　これら一連の事件は、町長が町の責任者として職責をきちんと果たしていれば起り得なかった
ものであり、町長自らも責任を明確にすべきであります。
　さらに平成24年第1回森町議会定例会5月第1回会議において議場内で議員の質間中や当日の議
会運営委員会開催中に誹誘中傷、暴言を吐くこのような行動は町理事者としては不適格者と言わ
ざるを得ません。
　よって、厳しくその責任を問うものである。

　以上、決議する。平成24年6月13日

Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
で
防
災

教
育
を
行
っ
て
い

る

磯
邉
教
育
長

　国や地方自治体の議会
において、首長など特定
の地位にある者につい
て、その責任を問う旨を
意思表示した決議。不信
任と違い、法的拘束力は
なく、議会としての意思
を示す決議の一種

用語解説 問責決議とは

もりまち議会だよりもりまち議会だより

49



津波避難のハザードマップ

砂原地区の郷土館

て
も
少
し
時
間
を
頂
き
た
い
。

③
４
月
か
ら
石
川
周
先
生
を
招

聘
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
常

勤
医
師
３
名
で
平
日
の
当
直
、

救
急
医
療
の
確
保
、
そ
し
て
日

常
の
診
療
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
も
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
病
院
の
体
制
を
整
え
て

い
く
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
一
緒

に
や
る
べ
き
だ
と
お
も
い
ま
す
。

【
東　
　

秀
憲  

議
員
】

　

去
年
の
３
・
11
の
大
津
波
発

生
以
来
、
約
１
年
半
が
経
過
し

そ
の
間
、
９
人
の
議
員
が
事
の

重
大
さ
を
捉
え
、
一
般
質
問
し

た
り
、
常
任
委
員
会
で
細
部
に

わ
た
り
調
査
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

町
長
は
対
応
の
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
取
り
組
む

と
答
弁
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

住
民
や
議
会
に
何
ら
説
明
や
報

告
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
行
政
は
、
迅
速
な
対
応

が
最
重
要
で
あ
り
、
そ
し
て
住

民
に
安
全
、
安
心
を
与
え
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
既
に
、
町
内
30
地
区
の
地
震

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
作
ら

れ
、
６
月
９
日
か
ら
尾
白
内
町

内
会
を
初
め
と
し
て
、
順
次
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

②
避
難
所
の
標
高
、
避
難
経
路

の
表
示
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

国
道
、
道
々
施
設
の
管
理
者
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
協
議
を
終
え
次
第
、
設
置

を
進
め
ま
す
。

③
高
齢
者
、
独
居
老
人
、
障
が

い
者
等
の
要
援
護
者
避
難
に
つ

い
て
は
、
町
内
会
、
消
防
本
部
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
協
議
の

上
、
平
成
24
年
度
末
ま
で
に
体

制
づ
く
り
を
い
た
し
ま
す
。

④
今
年
度
の
津
波
避
難
訓
練
に

つ
い
て
は
、
さ
わ
ら
幼
稚
園
、

さ
わ
ら
小
学
校
、
砂
原
中
学
校
、

石
倉
小
学
校
、
鷲
の
木
小
学
校
、

尾
白
内
小
学
校
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
各
保
育
所
で

は
、
毎
月
１
回
噴
火
、
地
震
、

津
波
等
を
想
定
し
た
非
難
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
対
象
の
防
災
訓
練
は
、

本
年
度
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
教
育
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
の
避
難
訓
練
時
に

防
災
知
識
の
学
習
を
併
せ
て
行

な
っ
て
お
り
、
町
民
の
方
々
に

対
し
て
は
、
女
性
学
級
や
防
災

講
演
会
等
を
利
用
し
て
行
な
い

ま
す
。

【
中
村　

良
実  

議
員
】

　

町
の
歴
史
を
顧
み
る
と
き
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
で
も
あ

り
ま
す
。
時
に
は
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
も
体
験
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
、
一
方
海
で
は
恵
み
で

溢
れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
を
支
え
た
多
く
の

用
具
等
が
今
は
眠
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
用
具
を
展
示
閲
覧

す
る
事
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

昭
和
４
年
の
駒
ケ
岳
大
噴
火
を

再
現
し
た
貴
重
な
資
料
、
写
真

等
が
保
存
展
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
施
設
は
最
近
で
は
ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う

子
供
達
に
郷
土
に
対
す
る
先
人

の
生
き
方
、
風
俗
、
慣
習
、
産

業
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
郷
土
愛
が
育
ま
れ
る
の
で

は
と
推
測
し
て
お
り
ま
す
。

次
の
点
に
つ
い
て
、
お
た
ず
ね

し
ま
す
。

①
２
館
と
も
オ
ー
プ
ン
時
は
管

理
人
を
配
置
し
て
い
た
が
、
現

在
は
不
在
で
あ
り
ま
す
。

②
施
設
の
可
否
そ
の
理
由
は
。

③
施
設
の
今
後
の
活
用
方
法
は
。

①
２
館
と
も
入
館
者
の
減
少
に

よ
り
管
理
人
は
配
置
し
て
い
な

い
、
申
し
込
み
の
み
開
館
す
る
。

②
利
活
用
す
べ
き
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
先
人
の
風
俗
、
慣
習

産
業
等
を
理
解
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
郷
土
愛
が
育
ん
で
い
く

よ
う
努
力
を
し
て
い
く
。

③
見
学
を
通
じ
再
認
識
を
す
る

津
波
対
策
に
つ
い

て

利
活
用
は
職
員
の

ア
イ
デ
ア
で

地
震
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
住
民

説
明
会
を
順
次
実

施
し
た
い

佐
藤
町
長

郷
土
館（
２
館
）

の
利
活
用
に
つ
い

て

        

【
小
杉
久
美
子  

議
員
】

 

森
町
保
育
基
本
計
画
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
０
歳
か
ら
５
歳
の

保
護
者
全
５
６
３
世
帯
を
対
象

に
配
布
さ
れ
、
回
収
率
は
６
５
、

７
％
と
高
い
回
収
率
で
し
た
。

目
的
で
あ
る
子
育
て
支
援
に
関

す
る
生
活
実
態
や
意
見
、
要
望

が
把
握
で
き
た
事
と
思
い
ま
す
。

①
こ
の
意
見
欄
を
読
み
、
町
長

は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
。

②
民
営
化
の
前
に
、
い
ま
出
来

る
事
か
ら
子
育
て
支
援
に
手
を

差
し
伸
べ
る
べ
き
と
思
う
が
町

長
の
考
え
は
。

③
少
子
化
対
策
に
も
つ
な
が
る

子
育
て
し
や
す
い
町
づ
く
り
と

し
て
の
考
え
は
。

①
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
る
べ
き
特
別
保
育
事
業

を
中
心
に
早
急
な
対
策
が
重
要

で
あ
る
。

②
子
ど
も
を
連
れ
気
軽
に
行
け

る
場
所
。
お
母
さ
ん
が
情
報
交

換
出
来
る
場
所
等
、
早
急
に
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
若
い
世
代
や
職
場
で
働
く
女

性
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

子
育
て
が
で
き
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
が
健
や
か
に
育
つ
よ

う
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
の
充

実
を
図
る
事
が
大
切
と
考
え
ま

す
。

【
黒
田　

勝
幸  

議
員
】

　

長
引
く
不
況
で
個
人
収
入
も

減
収
し
、
新
築
住
宅
件
数
も
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
町
に

お
い
て
も
23
年
度
の
新
築
件
数

は
29
件
で
す
。

　

そ
の
内
、
町
内
業
者
が
請
け

負
っ
た
の
は
６
件
で
町
外
業
者

は
23
件
で
す
。

 

特
に
、
函
館
か
ら
の
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

町
外
業
者
の
場
合
は
電
気
・
水

道
・
基
礎
工
事
等
の
関
連
業
者

も
一
緒
に
き
ま
す
の
で
町
内
業

者
に
は
、
ほ
と
ん
ど
廻
っ
て
き

ま
せ
ん
。

 

町
内
の
建
設
業
並
び
に
関
連

業
者
は
仕
事
も
少
な
く
大
変
な

現
状
も
あ
り
ま
す
。
町
内
業
者

の
育
成
と
町
の
活
性
化
の
た
め

に
も
町
内
業
者
に
頼
ん
だ
場
合

は
、
建
主
に
補
助
金
等
の
措
置

な
ど
、
何
か
で
き
な
い
も
の
か

お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
ひ
だ
か
町
で
は
今

年
４
月
よ
り
新
築
工
事
請
負
金

額
の
５
％
（
上
限
１
０
０
万

円
）
リ
フ
ォ
ー
ム
、
増
改
築
工

事
請
負
金
額
２
０
０
万
円
以
上

で
請
負
金
額
の
10
％
（
上
限
50

万
円
）
で
す
。
又
、
函
館
市
で

も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制

度
が
今
年
度
よ
り
始
め
ま
し
た
。

　

町
内
業
者
の
新
築
住
宅
を
受

注
す
る
件
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
周
知
の
事

実
と
し
て
受
け
と
め
て
お
り
ま

す
。
森
町
と
し
ま
し
て
は
、
昨

年
地
域
経
済
対
策
事
業
と
し
て

建
設
業
界
の
景
気
浮
揚
策
と
し

て
建
設
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
総

額
１
，
８
０
０
万
円
を
発
行
し

需
要
を
促
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
内
業
者

の
育
成
を
含
め
た
町
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、

住
宅
建
設
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ

い
て

支
援
策
の
検
討
を

図
る

佐
藤
町
長

佐
藤
町
長

貴
重
な
資
料
と
し

て
活
用

通
年
第
１
回
定
例
会
６
月
会
議
で
の
一

般
質
問
は
、
11
名
の
議
員
か
ら
町
政
全

般
に
つ
い
て
町
理
事
者
の
考
え
を
問
い

ま
し
た
。

質
問
・
答
弁
の
趣
旨
を
要
約
し
て
い
ま

す
。（
再
質
問
、
再
々
質
問
を
含
む
。）

一
般
質
問

母親学級のようす

町内の住宅新築現場

磯
邉
教
育
長

もりまち議会だよりもりまち議会だより
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森町国保病院下校中の森中学生

台場公園から海側のようす森町国保病院受付窓口

　

森
町
の
町
内
会
連
合
会
の
総

会
に
て
、
こ
れ
か
ら
各
町
内
会

を
回
っ
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

よ
っ
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
が
、

台
場
公
園
は
、
階
段
か
何
か
を

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

旧
彦
澗
の
住
民
が
納
得
の
い

く
よ
う
な
そ
う
い
う
こ
と
を
考

え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

【
西
村　

豊  

議
員
】

　

現
在
、
砂
原
中
学
校
が
ブ
レ

ザ
ー
、
森
中
学
校
が
学
生
服
・

セ
ー
ラ
ー
服
と
同
じ
町
内
で
違

う
制
服
を
着
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

砂
原
中
学
校
の
ブ
レ
ザ
ー
の

方
が
購
入
金
額
が
高
い
と
い
う

声
が
、
父
母
か
ら
あ
が
っ
て
お

り
ま
す
。

　

中
学
生
と
も
な
る
と
体
の
成

長
も
一
年
一
年
変
化
し
、
小
さ

く
な
り
着
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
都
度
制
服
を

新
た
に
買
う
と
い
う
こ
と
は
、

親
に
と
っ
て
も
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
同
じ
制
服
で
あ
れ
ば

親
戚
・
友
人
な
ど
の
お
さ
が
り

な
ど
で
対
応
で
き
、
少
し
で
も

負
担
が
軽
減
で
き
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
お
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

　

保
護
者
の
方
が
創
意
工
夫
し

な
が
ら
、
我
が
子
の
た
め
に
ブ

レ
ザ
ー
上
下
等
々
確
保
し
て
い

る
と
い
う
状
況
で
は
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

私
も
そ
の
よ
う
に
認
識
を
し

て
お
り
ま
す
。
１
年
生
の
入
学

の
と
き
に
大
き
目
の
制
服
を
購

入
し
て
、
３
年
間
使
う
よ
う
に

し
た
り
、
あ
る
い
は
上
下
そ
れ

ぞ
れ
使
い
分
け
し
な
が
ら
、
い

ろ
ん
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
と

い
う
ふ
う
な
こ
と
は
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

た
だ
、
不
自
由
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
で
保
護

者
の
ほ
う
か
ら
は
聞
い
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
声
な
き
声
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
少
し
で
も
解
消
す
る

た
め
の
一
つ
手
だ
て
と
し
て
、

両
中
学
校
に
対
し
ま
し
て
一
度

こ
の
件
で
話
の
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
早
急

に
両
中
学
校
と
直
に
話
を
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
川
村　

寛  

議
員
】

　

森
国
保
病
院
の
改
革
と
運
営

に
つ
い
て
先
日
、
町
長
と
事
務

長
か
ら　

宮
原
先
生
と
看
護
師

の
退
職
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

当
初
、
診
療
時
間
の
延
長
を

期
待
し
た
町
長
は
元
よ
り
患
者

さ
ん
、
町
民
も
ガ
ッ
カ
リ
し
お

り
ま
す
。
ま
だ
来
て
間
も
な
い

先
生
が
ど
う
し
て
と
い
う
の
が

実
際
の
心
境
で
あ
り
ま
す
。　

　

以
下
質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

①
町
長
・
事
務
長
の
説
明
と
患

者
さ
ん
そ
し
て
町
民
の
捉
え
方

が
随
分
違
い
ま
す
が
、
実
際
の

と
こ
ろ
は
、
患
者
さ
ん
や
町
民

の
話
が
耳
に
入
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

②
12
月
の
一
般
質
問
で
、
病
院

側
と
町
民
の
意
見
交
換
会
を
準

備
出
来
次
第
実
行
す
る
旨
の
答

弁
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
進
捗

状
況
を
お
知
ら
せ
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

③
１
人
の
先
生
が
退
職
し
、
医

師
の
数
が
減
っ
た
こ
と
で
、
改

革
は
足
踏
み
で
し
ょ
う
か
。

①
宮
原
先
生
の
健
康
状
態
を
優

先
し
、
退
職
を
認
め
た
も
の
で

あ
り
、
先
生
の
病
名
に
つ
き
ま

し
て
は
個
人
情
報
の
観
点
か
ら

申
し
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

②
こ
の
よ
う
な
医
師
の
体
制
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆

様
と
お
話
を
す
る
機
会
に
つ
い

中
学
校
の
制
服
の

統
一
化
に
つ
い
て

町
民
の
意
見
を
聞

き
改
革
も
進
め
て

行
く

佐
藤
町
長

ま
だ
ま
だ
前
向
き
か
つ
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
事
業
で
あ
る

と
再
確
認
し
た
次
第
で
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
効

果
的
か
つ
有
効
な
助
成
と
支
援

策
の
検
討
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
黒
田　

勝
幸  

議
員
】

　

宮
原
先
生
は
今
年
１
月
に
着

任
し
、
６
月
３
日
付
で
退
職
す

る
と
の
こ
と
で
、
す
で
に
５
月

15
日
よ
り
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
も
、
新
任
医
師
は
平

均
２
年
間
位
で
辞
め
て
い
く
現

状
が
あ
り
ま
す
。

　

宮
原
先
生
に
つ
い
て
は
、
紹

介
業
者
へ
仲
介
料
５
２
０
万
円

払
っ
て
来
て
い
た
だ
い
た
先
生

で
す
。

　

去
る
５
月
30
日
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
辞
め
た
理
由
は
病

気
の
た
め
先
生
の
希
望
で
６
月

３
日
に
退
職
し
た
い
と
申
し
出

が
あ
っ
た
。
退
職
願
の
提
出
を

求
め
た
の
に
対
し
、
町
長
は
内

容
が
個
人
の
誹
謗
、
中
傷
が
あ

り
出
し
た
く
な
い
、
普
通
の
状

態
で
な
い
、
先
生
の
事
を
思
っ

て
見
な
い
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
宮
原
先
生
の
一
方
的
な

理
由
の
様
な
答
弁
を
さ
れ
ま
し

た
が
、
私
は
退
職
の
理
由
は
そ

れ
以
外
の
見
え
な
い
所
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。
又
、
看
護
師
さ

ん
も
６
名
辞
め
る
と
の
事
で
、

町
民
も
患
者
も
、
こ
の
病
院
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
と
怒
り

と
共
に
あ
き
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
病

院
が
こ
の
様
で
は
病
院
の
信
頼

度
も
低
下
す
る
一
方
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
病

院
経
営
も
含
め
て
町
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。

　

宮
原
先
生
の
紹
介
手
数
料
は

５
２
０
万
円
で
す
。
６
月
３
日

に
退
職
し
た
い
、
そ
れ
ま
で
休

暇
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。

院
長
と
会
談
し
、
先
生
の
健
康

状
態
を
優
先
し
、
退
職
を
認
め

ま
し
た
。

　

看
護
師
に
つ
い
て
は
８
月
ま

で
に
６
名
退
職
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
本
人
の
病
気
や
家
族
の

介
護
等
に
専
念
し
た
い
と
い
う

こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。

　

な
お
、
看
護
師
の
採
用
に
つ

い
て
は
既
に
６
月
１
日
付
で
２

名
採
用
し
て
お
り
ま
す
。
私
の

病
院
経
営
の
考
え
方
は
町
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
受
診
で
き

る
病
院
に
な
っ
て
欲
し
い
、
そ

れ
が
第
一
で
す
、
そ
の
後
経
営
、

採
算
性
と
い
う
考
え
る
こ
れ
が

基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

【
山
田　
　

誠  

議
員
】

　

昨
年
の
３
月
11
日
の
東
北
地

方
を
襲
っ
た
地
震
、
津
波
は
各

地
に
大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
事
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
近
各
大
学
、
地
震
研
究
所
、

そ
し
て
気
象
庁
等
は
頻
繁
に
こ

の
地
震
に
よ
る
津
波
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
お
り
、

同
程
度
の
巨
大
地
震
（
Ｍ
８
〜

９
）
が
、
日
本
各
地
ど
こ
で
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
テ
レ

ビ
、
新
聞
等
で
紹
介
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

住
民
が
津
波
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
は
、
高
台
へ
避
難
す
る
の

が
一
番
安
全
性
が
高
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
然
森
町
全
体
の
整
備
対
策

を
行
な
う
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
特
に
砂
原
地
区
の
５
丁

目
、
６
丁
目
（
旧
彦
澗
地
区
）

は
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

高
台
へ
の
避
難
は
、
津
波
警

報
発
令
か
ら
30
分
以
内
が
勝
負

で
避
難
の
条
件
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

目
前
に
台
場
公
園
が
あ
り
海

抜
21
Ｍ
あ
り
一
時
避
難
所
と
し

て
指
定
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
台
場
公
園
に
つ
な
が
る

道
路
を
東
側
の
方
に
も
う
１
本

避
難
道
路
の
新
設
を
早
急
に
行

い
綿
密
な
計
画
を
策
定
し
、
安

全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
な
う
の
が
町
長
の
責
務

だ
と
考
え
ま
す
。

　

道
路
新
設
は
不
可
欠
と
思
い

ま
す
の
で
、
町
長
の
所
見
を
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

防
災
対
策（
津
波
）

に
つ
い
て

国
保
病
院
の
改
革

と
運
営
に
つ
い
て

国
保
病
院
に
つ
い

て

町
民
が
安
心
し
て

受
診
で
き
る
病
院

が
第
一
だ

佐
藤
町
長

早
急
に
両
中
学
校
と

話
し
を
し
た
い

磯
邉
教
育
長

旧
彦
澗
地
区
の
住

民
が
納
得
の
い
く

よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
行
き
た
い佐

藤
町
長

もりまち議会だよりもりまち議会だより
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